
「ようだ／ようだった」「らしい／らしかった」に  

おける「主体的な側面」と「客体的な側面」  

一副詞との共起関係から－  

金  恵 嫡  

1．はじめに  

仁田（1989）は「其の典型的なモダリティは、言表事態や発話・伝達のあり方をめ  

ぐっての発話時における話し手の心的態度の言語的表現である（p．34）」と述べ、こう  

した要件を充たしていない、つまり、形式自体が過去形になる形式、「ようだ」「らしい」  

などはもはや発話時の心的態度を表すものではないと述べた。また、仁肘（19舶）は、  

タ形の「ようだった」「らしかった」について「これらが裁しているものは、心的態度や  

心的態度に関するものであるにしても、もはや主体的な心的態度の表明そのものではな  

く、客体化された態度の存在やそういった心的態度を起こさせる寄観的な榊界の様相と  

いったものへと移っていっているものと思われる（p．37）」と述べている。  

（1）彼はそこを物遠いしているようだった。（天使）（仁田（1989）p．36）   

（2）世間体といわれて、育子の心もさすがにちょっぴり動揺したらしかった。（荷物）  

（仁田（1989）p．36）  

また、高瀬（1999）は「モダリティーというものを、主休的なものと客体的なものと  

の統一物ととらえるといっても、主体的なものと客休的なものが、つねに・・・定の割合で  

固定されているというわけではないであろう。具体的な使用域面や、テンス形式のちが  

いによって、主体的な側面が前面にでたり、客体的な側面が前面にでるということがお  

こってくるはずである（p．85）」と述べた。そして、「ようだった／′ノらしかった」は「よ  

うだ／らしい」に比べ、「おしはかり」の意味が後退し、「らしさ・ようすの記述」の意  

味が前面に出ると述べている。  

（3）（前略）「どうするって言っても、どうにもならないわ」と理桟はまえよりもす  

こしふとい声になっていった。妊娠すると声帯までかわるうしかった。（四十八  

歳の抵抗）（高瀬（1999）p，89）   

（4）（前略）菊池はなおも宮内の顔をみつづけたが、彼の証言の信肝性について、  
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ある確信に達したようだっや。（大岡昇平・事件）（高瀬（1999）p・89）  

高瀬（1999）は（3）（4）はそれぞれ「『理枝の声のらしさ』（中略）『菊池のようす』の時  

間のなかでの存在を、かたり手がとらえて記述している（p．90）」と述べている。   

本稿では、仁田（1989）、高瀬（1999）に従い、「主体的」とは、話者の「心的態度」  

を表すことであり、「客体的」とは、「様相の記述」であると考える。そして、「ようだ  

／らしい」のル形・タ形の「主体的」な心的態度は「推量判断」であり、「寄体的」な  

「様相の記述」は「ようす・らしさの記述」であり、さらに、「ようす・らしさの記述」  

は事態を事実として表すことと考える。   

しかし、仁田（1989）、高瀬（1999）のル形の「主体的」、また、タ形の「客休的」は  

直感に基づくものである。そこで本稿では、「ようだ／らしい」のル形は「主体的」、タ  

形は「寄体的」であることは認めた上で、主体的な副詞、客体的な副詞との共起から実  

証的に、「ようだ／′らしい」のル形は「主体的」であり、タ形は「客体的」であること  

を示す。また、本稿では、「ようだ／らしい」のル形は「主体的」であるが、「客体的」  

な側面も持っており、タ形は「客体的」であるが、「主体的」な側面も持っていること  

を副詞との共起関係から明らかにする。   

2．「たしか」「あきらかに」「たしかに」と「どうやら」の文末形式  

「ようだった」「らしかった」の意味を副詞との共起関係から、また、「ようだ」「らし  

い」の意味を「どうやら」以外の副詞との共起関係から述べた先行研究は管見の限りで  

は見当たらない。ただし、本稿で取り上げる副詞については森本（1994）、工藤（2000）  

などが取り上げている。   

森本（1994）は「どうやら」は、「文の内零（推論）の真実性が、ある程度、証拠（＝  

認知的経験）に裏付けられていることを示すのである（p．93）」と述べた。また、森本  

（1994）は「たしか」「たしかに」「あきらかに」は「文の命題内容についての真理判断  

にかかわっており、文の内容に認識的なコメントをつけるといえる。このような機能  

を共有しながら、貴実を認定する上で態度の追いをみせるのである。（p．108）」と述べ  

た。また、森本（1994）は、文の異実性についてコメントをするという機能から、「た  

しか」「たしかに」「あきらかに」は、「事実を表す文と自然に結びつくということがいえ  

る（p．115）」と述べた。森本（1994）に従えば、「どうやら」と「たしか」「たしかに」「あ  

きらかに」は異なる文末形式と共起することが予想される。   

工藤（2002）は「あきらかに」「たしか」「どうやら」「たしかに」を認識的な叙法と分類  

しているが、「たしかに」は用いられる文の陳述的なタイプがほぼ叙述文に限られると  

いう叙法的な共起制限はあるが、積極的に一定の述語形式と呼応する現象が見られない  

ものであるとし、一定の述語形式と呼応する「あきらかに」「たしか」「どうやら」とは区  

別している。しかし、森本（1994）、工藤（2002）はこれらの副詞と文末形式の共起開  
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係については述べているものの、それぞれの副詞が具体的にどのような文末形式と共起  

するのかについては言及していない。   

そこで、本稿では、毎日新聞1の用例分析から「たしか」「あきらかに」「たしかに」「ど  

うやら」を含む文の文末形式を調べ、森本（1994）、工藤（2002）を検証し、それぞれ  

の副詞の文末形式の特徴について考察する。副詞の文末形式を調べることによってその  

副詞の意味を分析することができる。このような叙法に関わる副詞と共起できる文末形  

式は少なくともその副詞の意味と矛盾しないからである。さらに、このような叙法に関  

わる副詞の文末形式が一叫定の文末形式で現れる傾向がある場合、その副詞とその文末形  

式は共通の意味を持っている可能性があると考えられる。   

本稿では、ル形・タ形・名詞止め、「名詞＋だ」などの形式を無楔形式と呼ぶ。それ  

に対し、「だろう」「かもしれない」「はずだ」「のだ」「らしい」などの形式をモダリティ形  

式と呼ぶ。本稿での無梯形式とは、形式上の定義である。また、本稿では、文末が無機  

形式で終わる場合、その文は事実を表すと考え、文末がモダリティ形式で終わる場合、  

その文は話し手の心的態度を表すと考える。   

さらに、本稿で取りとげる副詞の文末が無機形式で終わる傾向がある場合、その副詞  

は乳業を表す文と結びつく傾向があると考え、その副詞は常体的であると考える。それ  

に射し、本稿で取り上げる副詞の文末がモダリティ形式で終わる鳩舎、その副詞は心的  

態度を表す文と結びつく傾向があると考え、その副詞は主体的であると考える。  

2．1「たしか」の文末形式   

＜衷1＞「たしか（確か）2」文の文末形式  

無樺形式   ル形   11ノ．／′／‘101例（約11％）  101／ノ′′120例  

タ形   （約朗％）     77／／101例（約76％）  

その他（名詞など）   13．／101例（約13％）   

モダリティ形式  はずだ（17例）、のだ（2例）  19／／ノ120例（約16％）  

＜衷1＞から、「たしか」を含む文はモダリティ形式で終わるより無機形式で終わる  

ことがわかる。  

（5）壁空このタワーの地は芝生が大きく広力榊。（00／01／30）  

また、＜衷1＞から「たしか」がモダリティ形式と典起している場合があるが、主に  

「はずだ」と共起していることがわかる。  

（6）その頃艶毎日新聞紙上に山崎豊子さんの「女の勲章」が連戦されていた遁ぜ  

壬生。（00／佗／02）  

森田（1982）は「訂確か』は事柄の成立を、ある嘗観的根拠をもとに“間違いなく”  
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と判断する働きを持つ。そこで、話し手自身の記憶による事実を受けると、“判断の根  

拠は記憶なので不確かだが、その記憶が正しいとすればその事柄は聞達いなく成立する  

はずだ”という含みを持った表現となる。（p．269）」と述べた。また、森山（200扇 は  

「『はずだ』で直接経験を取り上げる場合も、自分の記憶をその根拠としているといえ  

る（p．248）」と述べている。「たしか」は（7）（8）のように「記憶」と関係している表現、  

過去を表す表現と共起することがわかる3。  

（7）1970年代に大都市での光化学スモッグが問題になりましたが、あれは艶オ  

ゾンが原因だったと記憶していますが。（00／鋸／21）   

（釦壁む、1頗ど前のことだ。（00／01／加）  

タ形は主に過去の事態を表し、「たしか」の‘記憶’の意味とも矛盾しない。‘記憶，  

というのは過去の事態を思い出すことであるからである。このことから、「たしか」を  

含む文の文末形式は「たしか」の意味とも関係していると考えられる。   

また、（9）は「たしか」を含む文が「のだ」で終わっている例である。  

（9）いえ、主＿Lむ犯人は捕まった左ヱ±けど、それが誰（だれ）でどうやって逃げ  

たんだか……。（98／10／鋸）  

森山・安達（1996）は、「のだ」は、既定の事態として捉えるという基本的な意味が  

あると述べた。つまり、「のだ」は事態を既定の事態として捉えており、事実を表すと  

考えられる。   

また、＜表1＞から「たしか」を含む文はタ形で終わる傾向があることがわかる。こ  

れは後述する他の副詞の文末形式からみても「たしか」を含む文はタ形で終わる傾向が  

あるといえる。タ形は過去を表すことができ、過去に起こった事態は既定であるため、  

事実を表しやすいと思われる。   

以上、「たしか」を含む文が主に無様形式のタ形で終わり、モダリティ形式で終わる  

場合も、事態を事実として捉える形式で終わることから、「たしか」は事態を事実とし  

て記述する文と結びつきやすいといえる。つまり、「たしか」は寄体的であるといえる。  

2．2「あきらかに」の文末形式   

＜表2＞「あきらかに（明らかに）4」の文末形式  

無様形式   ル形   88／161例（約55％）   161／173例  

タ形   47／161例（約30％）  （約93％）  

その他（名詞など）   26／161例（約16％）   

モダリティ形式  のだ恒例）、その他（べきだ、ようだ、はずだ、だろう）（4   12／173例  

例）  （約7％）   
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＜衷2＞から「あきらかに」を含む文はモダリティ形式で終わるより、無様形式で終  

わる傾向があることがわかる。  

（10）競争相手の製品を使うなど明らかに入札制度を骨抜きにしてりろ。（00／01／23）  

森本（1994）は「あきらかに」がつく文では、認知的証拠に支えられた、話し手の推  

論内容が真実として示され、その様実さが高いことを表すと述べた。また、＜表2＞か  

ら、「あきらかに」を含む文がモダリティ形式で終わる場合、「のだ」で終わることがわ  

かる。「あきらかに」を含む文が「のだ」で終わることは両者の「事実を表す」という  

意味が共通しているからであると考えられる。  

（11）これらは唄らかに政策を超えている嬰豊。（00／07／24）   

（12）甲ら哩釣り人の危ないたくらみを見抜いている旦豊。（00ノ10／25）  

ところが、（13）は「あきらかに」を含む文が「だろう」で終わっている例である。  

（13）ある方向に突出しながら、バランスがとれているというのもおかしな表現だ  

が、まさにそういうにふさわしい、手慣れた構成となっているように感じら  

れた。このような展覧会は、明与耶多くの人にもおもしろいという印象を  

与える是旦旦。また特に17、18威から、30歳くらいまでの人たちの現代の  

カルチャーに非常に近いことから、トレンドに敏感な若者達の共感を得るだ  

ろうということも想像がつく。（00／11／02）  

（13）のように「あきらかに」を含む文が「だろう」で終わる例は173例中、1例しか  

なかった。（13）は活し手の解釈を述べている文であり、この場合、「だろう」を削除す  

ると話し手の解釈を断定として述べることになる。（13）は話し手の意見を和らげるため、  

「だろう」が用いられたとも考えられる。（13）′ は「だろう」を削除した例である。  

（13）′ このような展覧会は、明らかに多くの人にもおもしろいという印象を与える。   

（13）の「だろう」が自分の解釈（主張）を和らげるための「椀曲」の意味を表してい  

ると考えると、この場合の「だろう」は事実を表すといえる。   

以上、「あきらかに」を含む文の文末は無櫻形式で終わる傾向があり、モダリティ形  

式で終わる場合も事実を表すモダリティ形式で終わることを述べた。このことから、「あ  

きらかに」は事態を事実として記述する文と結びつきやすいといえる。つまり、「あき  

らかに」は客体的であるといえる。  
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2．3「たしかに」の文末形式   

＜表3＞「たしかに（確かに）5」の文末形式  

無様形式   ル形   71／102例（約70％）  102／122例  

タ形   28／102例（約27％）  （約糾％）  

その他（名詞など）   3／102例（約3％）   

モダリティ形式  だろう（12例）、かもしれない（2）、にちがいない（2）、   20／122  

その他（のだ、わけだ、ようだ、（し）そうだ）（4）  （約16％）  

＜衷3＞から、「たしかに」を含む文の文末形式はモダリティ形式で終わるより無横  

形式で終わることがわかる。  

（14）言葉にはもちろん熱はこもるが、「思い入れ」とか「ひいきの引き倒し」とは  

たしかに適ってぃた。（00／02／05）  

また、「たしかに」は工藤（2002）で述べられているように、文末形式に様々なモダ  

リティ形式が現れる。   

（15）～（17）は「たしかに」を含む文が「だろう」で終わる場合の例である。  

（15）脱原発を目指す市民団体の幹部は「身近に多くの原子力施設を持ちながら、  

どこにどんな施設があるかや、その危険性について知らなかったのは住民の  

勉強不足。そのツケが回ってきた」と話す。壁史邑その面もある豊丘i。し  

かし、火災・爆発事故は、旧動燃が「火災事故は考えられない」と位置づけて  

いた施設で起きた。（00／10／05）   

（16）このため、ヨーカ堂から打診を受けた時、金融当局がまず当惑したのが、「貸  

し付けをしなくても銀行か」という点にあった。確かに、預金の受け入れと  

貸し付けを併せて行うのが銀行の一般的なイメージ豊旦＿え。しかし、銀行固  

有の業務で最後まで残るものといえば、決済機能である。だから決済専門銀  

行も立派な銀行だ。金融当局は伝統的な銀行法の解釈にとらわれるべきでは  

ない。（00／01／21）   

（17）お相撲さんは、よく身体を触られる職業でもある。花道を引き揚げる力士が  

肩の辺りをペんペんと叩かれる風景は、かつてよく目にしたし、人の集まる  

ところに行くと、すぐに叩いたり触ったりする人がいる。壁曳当主、一際大き  

なお相撲さんの傍にいると、その大きさをじかに確かめてみたい、つい触っ  

てみたい気持ちにもなる豊旦＿皇。また、苦からお相撲さんに抱いてもらった  

り触ってもらったりすると病気が治る、丈夫になるなどといった言い伝えが  

あったともいう。（00／個／17）  

（15）（16）は「たしかに～だろう」の後に、「しかし」が現れている。つまり、（15）  
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（16）では、「たしかに～だろう」のように対になった形で、前文の内容を血旦認めて  

から、前の文と異なる自分の意見を述べている。それに対し、（17）の「たしかに～だ  

ろう」文は、「たしかに」の前の文の内容を認め、次の文でも、「たしかに」を含む文の  

前の文の内容に同意している。（15）～（17）から、「たしかに」と共起している「だろ  

う」は「明日は雨が降るだろう」の推量を表す「だろう」とは異なる意味機能を持って  

いるとも考えられる。「たしかに」と共起している「だろう」は「たしかに」の前の文  

の内容を一旦認めてから、次の文で話者の意見を述べるという機能を持っていると考え  

られる。   

また、（18）は「たしかに」文が「かもしれない」で終わる場合であるが、この場合の「か  

もしれない」も「たしかに～だろう」と同じ意味機能を果たしていると考えられる。  

（18）岡崎武井さんはそうは変わらない、といわれる。た哩目に見える変化は  

ないかもしれない。でも5年、10年の間に必ず大きく変わる。（00／01／07）  

（18）は話し手が「たしかに」の前の文の内容に同意した後、自分の意見を述べている。   

また、「たしかに」を含む文は「のだ」「にちがいない」で終わる場合がある。「のだ」  

は既に述べたように事実を表す形式であり、「にちがいない“」は事態を事実として捉え  

ているため、用いられていると思われる。  

（19）たし哩天下無双の馬乗りといわれても、この‖天下一一にはモンゴルは入って  

いないのだ。（00／01／16）   

（20）たしかにそれも、この展覧会がそそる感興の一つ咽。（00／03／16）  

工藤（2002）で述べられているように「たしかに」は様々なモダリティ形式と共起す  

る。しかし、＜表3＞から分かるように「たしかに」を含む文の文末は事実を表すモダ  

リティ形式で終わる特徴があることから、本稿では、「たしかに」を文末形式に特徴の  

ある副詞として用いる。   

森本（1994）は「たしかに」は啓実確認であると述べた。用例分析から、「たしかに」  

の前は引用形式が現われ、また、「その通り」「そうだ」という表現と共起していること  

がわかった。  

（21）いわゆる漢文訓読調では、文章の気分がみな荘重になってしまう。これは気  

の合った友達に読ませる戯文なのに、土。キし畔そうだ。（0〝03／19）   

（22）最近、高血圧と死亡率という 25年にわたる研究結果が発表された。それによ  

旦と、たし卑チ串血圧が高いと心筋こうそくなどの死亡率が高いことになるが、  

その危険性は人種により大きく異なるのである。（00／03／16）  
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（21）（22）の「たしかに」を含む文は前の文の内容を一旦認めてから、話し手の意見を  

述べている。前の文の内容を認めるということは、話し手は前の文の内容を事実として  

捉えているといえる。これは「たしかに」が事実を表す文と結びつきやすいことと関係  

していると考えられる。   

以上、「たしかに」を含む文が無梯形式で終わる傾向があり、モダリティ形式で終わ  

る場合も事実を表すモダリティ形式で終わることを述べた。このことから、「たしかに」  

は事態を事実として記述する文と結びつきやすいといえる。つまり、「たしかに」は客  

体的であるといえる。  

2．4「どうやら」の文末形式   

＜衷4＞「どうやら」の文末形式  

無横形式   ル形   19／‘45例（約42％）  45／149例  

タ形   14／45例（約31％）  （約30％）  

その他（名詞など）   12／45例（約27％）   

モダリティ形式  ようだ（うちタ形1例）   54／104例（約52％）  104／149例  

らしい（うちタ形1例）   （約70％）     42／104例（約40％）  

その他（（し）そうだ、のだ）  8／104（約8％）  

＜衷4＞から「どうやら」を含む文は無梯形式で終わるよりモダリティ形式で終わる  

傾向があることがわかる。これは、2．1～2．3で述べてきた「たしか」「あきらかに」「た  

しかに」とは対照的である。  

（23）どう与ら子供より先生の意識改革が必要旦＿ヒ1ユ。（00／01／11）   

（24）は「どうやら」を含む文が無横形式で終わる場合であるが、（24）′ のように「よ  

うだ」「らしい」で終わる方がより自然に感じられる。  

（24）こう解祝し、また死者をホトケと言い、仏陀の意味との両義性をもって使わ  

れるようになったのは中世から近世への移行期からとの見解を示した。豊且  

豊旦日本仏教での魂の行方は仏教教説と民俗的理解のからみの中で畔  

上ユ旦。（00／01／26）   

（24）′どうやら日本仏教での魂の行方は仏教数説と民俗的理解のからみの中で説か  

れている阜うだ／うレい。  

また、＜表4＞の無様形式の45例中、13例は「様子（だった）」「模様」「格好だ」「と  

見える」「見て取れます」「安ほ己だ」「だという話だ」「と思う」のように、「ようだ」「らしい」  

に入れ替えられる表現で終わっている7。  
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（25）どう里ら骨は元に戻った毯重患が、この年齢になると、リハビリが当初以上  

の痛みで、完全に参ってしまった。（00／07／07）   

（26）どうやら朝食ヌキで稽古に励んでいた立見冬る。（00／05／12）   

（27）それもどうやら夢ではなくなってきた室数豊。（00／10／05）   

（24）～（27）から、「どうやら」文が無様形式で終わる場合も、自然さが落ちる、また「よ  

うだ」「らしい」に入れ替えられる表現で終わることから、「どうやら」は、主体的な副  

詞であると考えられるポ。   

以上、「たしか」「あきらかに」「たしかに」を含む文は無様形式で終わる傾向があり、「事  

実」を表す文と結びつきやすいことから、これらの副詞は「嘗体的」な副詞であると述  

べた。また、「どうやら」はモダリティ形式で終わる傾向があり、無憬形式で終わる場  

合もモダリティ相当の表現で終わることから、「どうやら」は「主体的」な副詞である  

と述べた。   

以上、森本（1994）の「たしか」「あきらかに」「たしかに」が「事実」を、「どうやら」  

が「推量」の文と結びつくという記述を用例分析から検証した。   

3．「ようだ／らしい」のル形・タ形と副詞との共起  

2節では、「たしか」「あきらかに」「たしかに」を含む文が事実を表す文末形式で終わ  

る傾向があり、「どうやら」を含む文がモダリティ形式、主に推蛍判断を表すモダリティ  

形式で終わる傾向があることを検証した。本節では、この結果をもとに、「ようだ／／ら  

しい」が嘗体的な副詞「たしか」「あきらかに」「たしかに」と共起する場合、そのモダリ  

ティ形式は事実（に近い）の意味を表すと考える。つまり、その場合のモダリティ形  

式は客体的な側面を持っていると考える。それに対し、モダリティ形式が主体的な副詞  

「どうやら」と典起する場合、そのモダリティ形式は主体的な側面を持っていると考え  

る。また、用例分析からは「たしか」「あきらかに」「たしかに」を含む文が「ようだ／／ら  

しい」のル形・タ形で終わる例と「どうやら」が「ようだ／／らしい」のタ形で終わる用  

例が少なかったので、本節では、検索エンジンから得られた用例を用いて、これらの副  

詞と「ようだ／らしい」のル形・タ形の共起関係について考察する9。本節では、主体  

的な副詞、寄休的な副詞との共起関係から、「ようだ／′らしい」は主に主体的であるが、  

客体的な側面も持っていることを示す。また、「ようだった／らしかった」は主に嘗体  

的であるが、主体的な側面も持っていることを明らかにする。  

3．1「ようだ／ようだった」と副詞との共起   

高瀬（1999）は「ようだ」は主体的な側面が前面に出ると述べた。これは、（28）のように、  

「ようだ」が主体的な副詞「どうやら」と共起することからいえる。  
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（28）つぎ込むお力ネも、女性は平均して2万9005円と、男性平均の2万7126円よ  

り高い。（中略）どうやら女性のはうが熱中しやすいよ旦是。（00／04／19）  

しかし、（29）～（31）のように「ようだ」は客体的な副詞「たしか」「あきらかに」「た  

しかに」とも共起する。このことから、「ようだ」は客体的な側面も持っているといえる。  

（29）多摩川でアザラシの「たまちゃん」が人気を博した少し後、立会川をのぼるボ  

ラたちが有名になったことがある。左上史地元商店街では「ぽらちゃん」と呼  

んでいたよ皇豊。釣りをする人だったらくだらない願ぎだなあと思ったはず。  

（h仕p：／／wwwllOl．com／torikai／2005－09－12．html）   

（30）『ニムダ』を作り出した気むずかしいプログラマーは、自作のワームが望みど  

おり「コンセプトウイルス」と呼ばれなかったことに、明らかに腹を立ててい  

るようだ。（h叫）：／／wiredvisionjp／archives／200111／2001111201．hbnl）   

（31）実際にそんなことが行われているのかどうか確認はしていないが、それで訴  

訟になったケースはた上か拉あるよ旦豊。  

（http：／／wmelma．eom／baeknumber＿53996）  

（29）～（31）は「たしか」「あきらかに」「たしかに」と「ようだ」が共起しているが、こ  

の場合の「ようだ」は（2さ）の「ようだ」とは意味が異なる。（28）はつぎ込むお力ネの  

金額が女性と男性で異なることから、「女性のほうが熱中しやすい」と「推量判断」し  

ている文である。それに対し、（29）（31）は「伝聞」、（30）は「様態」として解釈される。  

野林（1999）は、「ようだ」の「様態」の状況は「話者が自らの感覚によって直接とら  

えた事態の様子や印象を述べられるような場面である（p．85）」と述べた。つまり、「様態」  

は話者が直接捉えた様子や印象をそのまま述べるため、「様態」は「事実」を表すといえる。  

また、野林（1999）は「伝聞」の状況は、「他者から伝え聞きによって話者が間接的に知っ  

た（認識した）事柄（事態）が述べられている。（中略）伝え聞いた事柄を話者が一応  

事実として思って述べている（p．83）」と述べた。つまり、「伝聞」は事態を「事実」と  

して捉えているといえる。本稿では、野林（1999）の「様態」「伝聞」の説明に従い、「様  

態」「伝聞」は事実を表すと考える。（29）～（31）のように、客体的な副詞と共起している  

「ようだ」は事実を表し、その場合の「ようだ」は客体的である。   

高瀬（1999）は、「ようだった」は、ようすの記述に主眼が置かれていると述べてい  

る。これは（32）～（34）のように「ようだった」が客体的な副詞と共起することからいえ  

る。（32）～（34）は「様態」として解釈される。  

（32）壁史、河村須美子がアヤコともめていたようだったな 舞台がハネた後、楽  

屋に須美子がやってきてな、何か口論していたな。  

（http：／／bh．vis．nejp／gamedata／mikagura／taihakusei．html）  
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（33）堕与輿Sonyはこの新しい東蛍に関して、別の認識を持っているよう瑚。  

（http：／／blog．1ivedoorjp／ozionid／archives／50040323．html）   

（34）待ち合わせの喫一茶店に人る。窓際に座っている彼女は壁娃誰かを待ってい  

るようだった。（h叫）：／／www7a．biglobe．ne．jp／－anZukun／D3＿77・htm）  

しかし、「ようだった」は（35）（36）のように、主体的な副詞「どうやら」とも共起する。  

このことから、「ようだった」は主体的な側面も持っているといえる。  

（35）どうや旦彼はここに現在滞在している枇た。  

（h恍p：／／d．hatena．nejp／DJbrane／20070324）   

（36）郁美はどうやら少し酔っている皐うだった。  

（h仕p：／／www．shinchosha．co．jp／books／html／458802．html）  

以上、主体的な副詞、客体的な副詞との共起関係から、「ようだ」は主体的な側面だ  

けでなく、客体的な側面もあることを述べた。また、「ようだった」は客体的な側面だ  

けでなく、主体的な側面もあることを述べた。しかし、＜喪4＞から分かるように、主  

体的な副詞「どうやら」を含む文が「ようだ」で終わる場合の54例中、「ようだ」は  

53例であり、「ようだった」は（37）の1例であった。このことから、「ようだ」は主体  

的な側面が強く、「ようだった」は客体的な側面が強いと考えられる111。  

（37）腰の位置にある魔誠に休を曲げて耳を近づけると、呼びだし昏が聞こえ、通  

話に成功した。でも、若者たちは大笑いしている。どうやち物好きな外国人  

の奇妙な行動を見に、わぎわぎl届こ集まったようだっキ。（00／05／12）   

3．2「らしい／らしかった」と副詞との共起   

「らしい」は主体的な副詞「どうやら」と典起する。このことから、「らしい」は主  

体的な側面があるといえる。  

（38）どうや与背後に、中国人のグループが動いているゑ址。（00／09／10）  

しかし、「らしい」は（39）～（41）のように、客体的な副詞とも共起する。  

（39）壁史、被験者もさくらでバイト旦址です。みんなそれらしく演技して台本  

まであるらしいです。（http：／／detail．chiebukuro．yahoo．co．jp／qa／ques也on＿detai1）   

（40）再開後のウォッチ！は明らかに手抜き旦主＿じ。  

（http：／／blog．1ivedoorjp／watches／archives／54069241．htmi）   

（41）いずれにせよ、サンダース人形は、たしかに日本的である且址。じっさい、  
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多くの外国人が、日本であれを見た時はおどろいたと、言っていた。  

（http：／／Ⅵ間SanSeido－Publ．cojp／publ／ningyoJuWaku．h血1）  

主体的な副詞と共起している（38）の「らしい」は「推量判断」として解釈されるのに  

対し、（39）～（41）のように客体的な副詞と典起している「らしい」は「伝聞」として解  

釈される。「らしい」が（38）～（41）のように、主体的な副詞とも客体的な副詞とも共起  

することから、「らしい」は主体的な側面だけでなく、客体的な側面も持っているとい  

える。   

高瀬（1999）は、「らしかった」は「らしさの記述」の側面が前面に出ていると述べ  

ているが、これは（42）～（44）のように「らしかった」が客体的な副詞と共起することか  

らもいえる。  

（42）成高は今年は倍率圭＿』透三1，05ぐらいうしかったです。クラスは、町田の都立  

高校のほとんどが1クラス減るそうです。  

（http：／／wwvnmegabbs．com／cgi－bin／readres．cgi？bo＝kantO＆vi葦1019043775＆rmヨ100）   

（43）噂として出回った写農は明らかにフェイクらしかったが、僕はそのネーミン  

グに大きな期待を持った。（http：／／egt．tpot．tk／a／000278．html）   

（44）そんなに素敵な人が、どういった理由があって私の恋人となったのかは忘れ  

たが、その人はたしかに私を愛しているうしかっカ。  

（http：／／blog．goo．nejp／ntmym／d／20070317）  

しかし、「らしかった」は（45）（46）のように、主体的な副詞「どうやら」とも共起  

する。このことから、「らしかった」は主体的な側面も持っているといえる。  

（45）「それで、この前ね、いつものジムで泳いでいたらねえ、まあ、何回か私の  

ことを誘ってくる…どうやらナンバされているうしかった。  

（http：／／blog．so－net，ne．jp／keisu／archive／c93175）   

（46）さきほどから左手の木立の向こうからぎわざわと騒がしい音が聞こえてくる  

が、どうや旦尊鶏揚がある呈上かった。  

（http：／／Ⅵ間natSuZOra．COm／may／town／suzal（Uji．html）  

客体的な副詞と共起している（42）～（44）の「らしかった」は「伝聞」あるいは「事態  

のらしさ」として解釈されるのに対し、主体的な副詞と共起している（45）（46）は「推量  

判断」として解釈されると思われる。   

以上、主体的な副詞、客体的な副詞との共起関係から、「らしい」と「らしかった」  

は主体的な側面も客体的な側面も持っていることを述べた。しかし、＜表4＞から分か  

るように、主体的な副詞「どうやら」を含む文が「らしい」で終わる場合の42例中、「ら  
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しい」は41例であり、「らしかった」は（47）の1例であった。このことから、「らしい」  

は主体的な側面が強く、「らしかった」は客体的な側面が強いと考えられる。  

（47）初刊当時、風変わりな表題にひかれ本屋の店先であちこち拾い読みしてい  

るうちに、目にとまったのが右に引いた数行。どうやうそれがテーマ呈上  

史ユ左が、目にとまっただけでなく、正直言って首をかしげた。（00／02／20）  

4．おわりに  

本稿では、主体的な副詞、寄体的な副詞との共起関係から、「ようだ′／／らしい」のル  

形は主体的であり、タ形は客体的であるが、「ようだ／らしい」のル形にも「寄体的」  

な側面があり、「ようだ一／らしい」のタ形にも「主体的」な側面があることを明らかに  

した。しかし、主体的な副詞「どうやら」とル形が共起する割合がタ形より遥かに多い  

ことから、ル形は主体的な側面が強く、タ形は客体的な側面が強いと述べた。言い換え  

れば、「ようだ／らしい」は主休的な側面が強く、モダリティ性が高いと考えられ「よ  

うだった／らしかった」は客体的な側面が強く、モダリティ性が低いと考えられる。し  

かし、「ようだ．／‘らしい」のル形が主体的な側面だけでなく、常体的な側面も持ってい  

ることから、「ようだノノ／らしい」はモダリティ形式の中でもモダリティ惟の低いモダリ  

ティ形式として位置付けられる可能惟があると思われるり 今後、他のモダリティ形式の  

モダリティ性についても考察を行いたい。   

【注】  

1 毎日新聞2000年の1年間分であるハ  

2「たしか（確か）」の2000年のデータは56例で扱が少なかったので1998年の1年のデータ（64例）  

も分析対象に入れた。  

3「はずだ」の「紀憶」「みこみ」「さとり」などの意味に関しては、岡部（2003）を参照されたい、 

4「あきらかに（明らかに）」は349例見つかり、他の副詞と用例の数をそろえるため、その1／2（173例）  

を分析対象とした。  

5「たしかに（確かに）」は1202例見つかり、他の副詞と用例の数をそろえるため、その1／10（122例）  

を分析対象としたr〕  

6「にちがいない」の奉賀の意味については三宅（1993）を参照されたい 

7「ようだ」「らしい」の意味については野林（1999）などを参照されたい 

8 森田（19糾）は、「どうやら」は「外面の様子や状況変化のきぎしから将然状態にあることを感知す  

る推定判断（p．193）」であると述べているn  

9 wwwgoogle．cojpとwvwyahoo．co．jpから検索した。 

lO wⅥWgOOgle．co．jpとwyahoo．co．jpから、「ようだ／らしい」のル形が主体的であると思われる副   

詞と共起している例はかなり見つかるが、客体的であると思われる副詞と共起している例は数が少  

なかった。ル形・タ形の共起副詞の偏りに関しての提示方法については今後の課薙としたい。，  
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